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―
ネ

ツ
ト
は
今
後
も
禁
止
さ
れ

る
。
た
だ
現
在
、
通
話
と
ネ

ツ

ト
は
着
陸
後
ヽ
ド
ア
が
開
く
ま

で
使
え
な
い
が
、
滑
走
路
を
離

れ
誘
導
路
に
入

つ
た
時
点
で
０

Ｋ
に
な
る
。
国
土
交
通
省
は
世

界
的
な
規
制
緩
和
の
流
れ
を
受

け
、
基
準
の
見
直
し
を
検
討
。

独
立
行
政
法
人

「電
子
航
法
研

究
所
」
の
協
力
を
得
て
、
電
子

機
器
が
発
す
る
電
波
に
対
し
国

内
旅
客
機
の
多
く
が
耐
性
を
持

つ
と
確
認
し
た
。
航
空
各
社
が

安
全
性
を
テ
ス
ト
す
る
の
を
条

件
に
解
禁
す
る
と
い
う
。
電
波

へ
の
耐
性
が
低
い
と
さ
れ
る
小

型
機
や
旧
型
機
は
、
規
制
が
続

く
も
の
も
あ
る
。

「装
備
機
体
標
準

に

「規
制
緩
和
は
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
。
搭
乗
中
に
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
い
た
い
と

い
う
要
望
も
多
く
、
今
後
は
機

内
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

（
ワ
イ
フ
ア
イ
）

を
装
備
し
た
旅
客
機
が
標
準
に

な
る
」
。
日
航
の
担
当
者
が
話

す
¨
　
一

機
内
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
は
、
機
体
に

衛
星
通
信
用
の
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
、
乗
客
が
ス
マ
ホ
な
ど
で
ネ

ッ
ト
に
接
続
で
き
る
仕
組
み
。

日
航
は
２
０
１
２
年
に
国
際
線

の

一
部
で
導
入
、
７
月
か
ら
国

内
線
の
主
要
路
線
で
も
サ
■
ビ

ス
を
始
め
る
。
国
際
線
６６
機
と

国
内
線
７７
機
で
１６
年
度
末
ま
で

の
導
入
を
目
指
す
。
料
金
は
国

際
線
で
■
時
間
約
１２

フレ
ド
ヽ
国
内

線
の
羽
田
―
福
岡
で
ス
マ
ホ
が

５
０
０
円
、
パ
ソ
コ
ン
が
７
０

０
円
。
・

全
日
空
も
３
月
か
ら
国
際
線

の

一
部
で
導
入
し
、

１４
年
度
末

ま
で
に
国
際
線
の
約
３
分
の
１

に
当
た
る
２８
機
に
拡
大
す
る
計

画
。
料
金
は
容
量
に
応
じ
、
５

～
２０
メ
リ
で
６
ヽ
２４
が
０
・
独
ル

フ
ト

ハ
ン
ザ
航
空
や
米
デ
ル
タ

航
空
な
ど
が
先
行
導
入
し
て
お

り
、
日
航
と
全
日
空
は
海
外
大

手
に
追
い
つ
き
、
格
安
航
空
会

社

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
と
の
違
い
を
際

立
た
せ
る
０

機
内
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
は
こ
れ
ま
で

上
空
の
安
定
飛
行
中
の
使
用
に

限

っ
て
き
た
が
、
国
交
省
は
規

制
緩
和
に
合
わ
せ
、
常
時
可
能

と
す
る
見
通
し
。

マ
ナ
ト
順
守
を

機
内
環
境
は
ど
う
変
わ
る
の

か
。
航
空

・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト

の
鳥
海
高
太
朗
さ
ん
は

「時
間

に
追
わ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
一

離
着
陸
時
も
、
メ
ー
ル
や
電
子

新
間
を
読
め
る
の
は
大
き
な
変

化
。
子
ど
も
も
ゲ
ー
ム
が
で
き
、

退
屈
せ
ず
に
過
ご
せ
る
」
と
話

す
。電

子
機
器
の
使
用
が
広
が
る
一

と
、
携
帯
の
電
源
切
り
忘
れ
や
、

通
常

モ
ー
ド

の
ま
ま

の

ス

マ

一

ホ
の
持
ち
込
み
が
増
え
る
と
予

・

想

さ
れ

「
静

か
に
過
ご
し
た
一

い
乗
客
も
お
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

一

音
が
す
る
デ
ジ
カ
メ
な
ど

に
一

は
注
意
が
必
要
」

と
指
摘

す

一

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

国
が
規
制
緩
和
し
て
も
、
実

際

の
運
用

は
航
空
各
社
が
決
一

め
、
機
内

の
安
全

ビ
デ
オ
な

・

ど

で
周
知
を
図

っ
て
い
く

ｏ

一

着
陸
後
の
通
話
や
、
機
内
Ｗ
ｉ

一

Ｆ
ｉ
に
接
続

し
た

ス

マ
ホ

で

．

の
無
料
通
話

ア

プ
リ

の
使

用

も
法
令
上

は
可
能

に
な
り

そ
一

う
だ
が
、
機
内

マ
ナ
ー
の
観

・

点

か
ら
各
社

は
引

き
続

き
禁

一

止

す
る
も

よ
う

。
快
適
な

フ
〓

ラ
イ
ト
に
は
、
ル
ー
ル
の
徹
底

一

や
乗
客

の
配

慮
が
欠

が
せ
な

一

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

し
め
る
よ
う
に
な
る
。

「計
器
に

悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
」

今
夏
に
も
旅
客
機
内
で
ス
マ
ー

と
ヽ
離
着
陸
時
は
特
に
制
限
さ
れ

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
と

で
き
た
が
、
米
国
が
昨
年
１０
月
に

い

っ
た
電
子
機
器
の
電
源
を
切
ら

解
禁
。
欧
州
も
規
制
緩
和
の
方
向

ず
、
ゲ
ー
ム
や
音
楽
ヽ
動
画
を
楽

で
、
日
本
も
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
。

〓
般
的
な
光
景

が
ｒ
夏
か
ら
は

一
般
的
な
光
景

に
な
り
そ
う
だ
。

離
着
陸
時
も
使
え
る
よ
う
に

な
る
機
器
は
、
地
上
と
通
信
し

な
い

「機
内
モ
ー
ド
」
に
設
定

し
た
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
、
デ

ジ
タ
ル
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
デ

ジ
カ
メ
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
無

線
通
信
技
術

「ブ
ル
ー
ト

ゥ
ー

ス
」
に
よ
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス

ヘ
ッ

ド
ホ
ン
。

一
気
に
解
禁
す
る
。

携
帯
電
話
の
通
話
、
イ
ン
タ

社
定

各
決

空
用

航
運

※着陸後、滑走路を
離れたら使用可 z 靱
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